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1．業務概要 

1.1業務名 

令和 7年度福島県海岸漂着物等モニタリング調査業務 

 

1.2目的 

海の良好な景観及び環境の維持・向上を推進するため、「美しく豊かな自然を保護する

ための海岸における良好な景観及び環境並びに海洋環境の保全に係る海岸漂着物等の処

理等の推進に関する法律」第 14条第 1項の規定に基づき、令和元年 5月に福島県は「福

島県海岸漂着物対策推進地域計画」（以下「地域計画」という。）を策定し、海岸漂着物

対策を推進することとした。 

海岸漂着物対策を効果的に講じるためには、海岸漂着物等の組成や存在量を把握し、さ

らにはそれらの経年的変化や発生原因を把握する必要があることから、地域計画に基づ

き、県内の海岸における海岸漂着物等のモニタリング調査を実施する。 
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2．調査内容 

2.1調査地点 

県内 1 地点で実施する（図 2.1）。 

・いわき市 磐城海岸 

 

図 2.1 調査海岸（いわき市 磐城海岸） 

 

 

  

③ ② ➀ 
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2.2調査回数・時期 

調査回数は 1回、12月に実施した。 

・2025年 12月 1日 

［調査日の選定］ 

調査は、豪雨や台風などの異常時を避け、常態的な状況の時に実施する。調査実施日の

選定にあたっては、10 日間天気予報などによる長期予報を参照し、降雨や風の影響によ

る調査実施が困難な状況を除き、調査地点での清掃・イベント等の開催予定のヒアリング

結果を踏まえた日程を選定した。 

 

2.3調査範囲 

漂着ごみの調査範囲は、調査対象海岸内に、漂着物の代表的な状態が把握できるような

調査範囲を図 2.3 のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4調査方法 

環境省が作成した「地方公共団体向け漂着ごみ組成調査ガイドライン」の「7.調査方法」

に基づき実施した。 

また、漂着ごみの分類範囲は、原則ガイドラインの必須項目とした。 

風や波など自然要因によって漂着するごみの時間的な影響を除くため、1 地点における

回収作業は 1 日で完了した。 

 

2.5調査 

回収する調査区域内の漂着物は、長さ 2.5cm 以上のごみを調査対象として、回収した。

なお、2.5 ㎝未満のごみであっても分類表に記載の品目のうち発生源推定に資するもの

（たばこの吸い殻（フィルター）、カキ養殖用まめ管など）は回収した。 

回収したごみについては、表 2.5-1 の「分類表」の必須項目に従って分類した上で、「個

図 2.3 調査範囲の設定のイメージ 

（環境省「地方公共団体向け漂着ごみ組成調査ガイドライン（令和 7年 5 月 第 4 版」）より） 
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数・容積（L）・重量（㎏）」を計測した。漂着物のうち、ペットボトル、ペットボトルの

キャップ、浮子（ブイ）については、印字等から製造国が明らかな漂着物については、表

2.5-3「言語表記等調査のデータシート（令和 7 年 5 月 第 4 版）」に従って分類、個数を

計測した。 

また、回収したごみが、破損等により元の製品の一部のみであった場合は、元の製品が

推定できる場合は元の製品として分類し、推定できない場合は破片に分類した。例えば、

回収したプラスチックごみが色や形状等によって漁業用ブイであると推定できる場合は

「プラスチック ブイ（漁具）」に分類し、推定できない場合は「プラスチック 硬質プ

ラスチック破片」として分類した。なお、「破片」に分類されたものは、「個数」を計測し

ない。 

計測結果については、表 2.5-2 の「漂着ごみ データシート（令和 7 年 5 月 第 4 版）」

および表 2.5-3「言語表記等調査のデータシート（令和 7 年 5 月 第 4 版）」に記録した。 
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表 2.5-1 漂着ごみの分類表  
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表 2.5-2 漂着ごみデータシート 
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表 2.5-3 言語表記等調査のデータシート 
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3.調査結果 

 調査結果について以下に示す。 

 

3.1いわき市 磐城海岸 

 いわき市 磐城海岸における海岸漂着物等の回収前後の写真を示した。 

（写真 3.1-1～3） 

 なお、写真撮影地点番号は図 2.1 を参照した。 

 

 回収前（2025/12/1） 回収後（2025/12/1） 

①
か
ら
海
方
向 

  

①
か
ら
②
の
方
向 

  

①
か
ら
陸
方
向 

  

写真 3.1-1 海岸漂着物等の回収前後の写真 
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 回収前（2025/12/1） 回収後（2025/12/1） 

③
か
ら
海
方
向 

  

③
か
ら
②
の
方
向 

  

③
か
ら
陸
方
向 

  

写真 3.1-2 海岸漂着物等の回収前後の写真 
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 回収前（2025/12/1） 回収後（2025/12/1） 

②
か
ら
海
方
向 

  

②
か
ら
①
方
向 

  

②
か
ら
③
方
向 

  

②
か
ら
陸
方
向 

  

写真 3.1-3 海岸漂着物等の回収前後の写真 
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3.1.1自然物と人工物 

 回収したごみは、個数 95 個、容量 1558.9L、重量 120.35 ㎏であった。（表 3.1.1） 

 構成比において、個数では 90.5%を人工物が占めているが、容量では 80.8%、重量で

は 81.6%を自然物が占めている。（図 3.1.1） 

 

表 3.1.1 自然物と人工物 
 

個数（個） 組成比（％） 容量（L） 組成比（％） 重量（kg） 組成比（％） 

自然物 9 9.5 1260.0 80.8 98.17 81.6 

人工物 86 90.5 298.9 19.2 22.18 18.4 

総計 95 100.0 1558.9 100.0 120.35 100.0 

 

 

 

図 3.1.1自然物と人工物の組成比（％） 

 

 

  

※自然物（灌木）の個数は数えていない。 

 

自然物

9.5%

人工物

90.5%

個数（％）

自然物

80.8%

人工物

19.2%

容量（％）

自然物

81.6%

人工物

18.4%

重量（％）
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3.1.2人工物の組成 

 人工物の組成では、個数では 79.1%をプラスチックが最も高い割合を占めているが、

容量では 60.2％、重量では 56.2％を、木（木材等）が最も高い割合を占めている。 

（表 3.1.2、図 3.1.2-1～3） 

 

表 3.1.2 人工物の組成 

  個数(個） 組成比（％） 容量（L） 組成比（％） 重量（kg） 組成比（％） 

プラスチック 68 79.1 25.1 8.4 2.98 13.4 

発泡スチロール 7 8.1 90.5 30.3 4.90 22.1 

天然繊維、革 0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 

ガラス、陶器 3 3.5 0.8 0.3 0.42 1.9 

金属 5 5.8 2.5 0.8 1.41 6.4 

紙、ダンボール 0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 

ゴム 0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 

木（木材等） 3 3.5 180.0 60.2 12.47 56.2 

電化製品、電子機器 0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 

総計 86 100.0 298.9 100.0 22.18 100.0 

 

 

 

 

図 3.1.2-1 個数の組成比（個：％） 

 

 

プラスチック

79.1%

発泡スチロール

8.1%

天然繊維、革

0.0%

ガラス、陶器

3.5%

金属

5.8%

紙、ダンボール

0.0%
ゴム

0.0%

木（木材等）

3.5%

電化製品、電子機器

0.0%

個数（％）

プラスチック

発泡スチロール

天然繊維、革

ガラス、陶器

金属

紙、ダンボール

ゴム

木（木材等）

電化製品、電子機器

※プラスチックのうちシートや袋の破片、硬質プラスチックの破片 

および発泡スチロールのうち発泡スチロールの破片は、個数は数えていない。 
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図 3.1.2-2 容量の組成比（L:％） 

 

 

 

 

 

図 3.1.2-3 重量の組成比（㎏：％） 
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0.0%

重量（％）

プラスチック

発泡スチロール

天然繊維、革

ガラス、陶器

金属

紙、ダンボール

ゴム

木（木材等）

電化製品、電子機器



15 

 

3.1.3言語表記等調査 

 ペットボトルは日本語表記のもの 7 個、漁業用の浮子は、不明（表記なし）が 1 個で

あった。（図 3.1.3-1～2） 

 なお、ペットボトルのキャップは確認されなかった。 

 

※組成比の総計について、端数四捨五入の

都合上、100.0％とならない場合がある。  

 

図 3.1.3-1 ペットボトルの言語表記等（個：％）（内訳は右表に示す） 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.3-2 漁具用浮子の言語表記等（個：％）（内訳は右表に示す） 

記載言語 個数 組成比（％） 

日本 7 50.0 

中国・台湾 1 7.1 

英語 0 0.0 

韓国 1 7.1 

ロシア 0 0.0 

不明（表記なし） 5 35.7 

合計 14 100.0 

記載言語 個数 組成比（％） 

日本 0 0.0 

中国・台湾 0 0.0 

英語 0 0.0 

韓国 0 0.0 

ロシア 0 0.0 

不明（表記なし） 1 100.0 

合計 1 100.0 

不明（表記なし）

100.0%

個数（％）

日本

中国・台湾

英語

韓国

ロシア

不明（表記なし）

日本

50.0%

中国・台湾

7.1%

英語

0.0%

韓国

7.1%
ロシア語

0.0%

不明（表記なし）

35.7%

個数（％）

日本

中国・台湾
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ロシア語

不明（表記なし）
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ボトルのキャップ、ふた 

 

飲料用（ペットボトル）<１L 

 

その他プラボトル<１L 

 

飲料用（ペットボトル）≧１L 

  

その他プラボトル≧１L  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストロー 

 



 

マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 食品容器 

ポリ袋 

 

ライター 

 

テープ 

（荷造りバンド、ビニールテープ）） 

 

シートや袋の破片 

 

 



 

硬質プラスチック破片 

 

ウレタン 

 

浮子（ブイ）（漁具） ロープ・ひも（漁具） 

アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） カキ養殖用まめ管（長さ 1.5 ㎝）（漁具） 

 



 

カキ養殖用パイプ（長さ 10-20 ㎝） 

（漁具） 

漁網（漁具） 

その他漁具（漁具） 釣具 

 

たばこ吸殻（フィルター） 

 

生活雑貨（歯ブラシ等） 

 



 

苗木ポット プラスチック_その他（ひも） 

 

発泡スチロール_コップ、食品容器 

 

 

発泡スチロール_発泡スチロール製フロート、

浮子（ブイ） 

 

発泡スチロール_発泡スチロールの破片 

 

発泡スチロール_発泡スチロール製包装材 

 



 

発泡スチロール_その他 ゴム 

ガラス、陶器 

 

金属 

 

紙、段ボール 天然繊維、革 



 

木（木材等） 

 

電化製品、電子機器 

自然物 

 

 

 


